


















浅 井 良 夫
１） 篠原論文は，篠原 [1961] 第１４章に再録されている。篠原が論争全体を回顧
した論文として，篠原 [1974] がある。
























３） 藤野正三郎 [1990]「第１２章 国際収支（１）：３６０円レート割高論」。この論
文の初出は１９８７年である。




と述べている (p. 160)。なお，吉野俊彦 [1996] p. 157，中北徹 [1993] p. 282
も割高説を採っている。
























６） 藤野 [1990]「第１２章 国際収支（１）：３６０円レート円高論」。論文の初出は
１９８７年。
７） 篠原 [1989]。
８） 山口健次郎 [1996]。山口論文は，藤野 [1990]，篠原 [1989] を参照しておら
ず，この論争に直接コミットしていない。
９） 中釜由美子 [1998]。
１０） 伊藤正直 [1989] p. 278. 三和良一 [2003] pp. 281-284.
１１） 鎮目雅人 [2009] p. 214.
１２） 伊藤正直は，３６０円レートが設定時に割安であったという篠原説を支持する
























































１４） 伊藤 [2009] 第１章「３６０円レートの成立」。この章は，伊藤が執筆した，通
商産業省 [1990]「第５章第３節 外貨・為替管理と単一為替レートの設定」
をもとにして書かれている。
























１６） “Telegram from MacArthur to Dept of Army, EYES ONLY for Draper
SAOUS,” Apr. 21, 1948 (NARA, RG59, 894-5151, Internal Affairs, Reel. 27).
１７） “Draft (For SANACC Minutes,” May 10, 1948 (NARA, RG59, 894-5151, In-
ternal Affairs, Reel. 27). SCAP は軍用レートは一般商業用レートに影響を与
えないので，軍用レートだけ変更することは可能だとしたが，国務省，財務
省は，軍用レートは一般商業用レートにも影響を与えるとした。財務省のサ
ウザードは，その根拠としてイタリアの事例を挙げた (“Letter from Frank
A. Southard Jr. to Draper,” May 5, 1948 (NARA, RG59, 894-5151, Internal
Affairs, Reel. 27))。
１８） 伊藤 [2009] は，コーエンの回顧（コーエン [1983]）にもとづいて，ヤング
成城・経済研究 第１９２号 （２０１１年３月）
― ―６


























告の期限は６月１６日と定められた (“Letter to Young (Draft),” May 15, 1948
(NARA, RG59, 894-5151, Internal Affairs, Reel. 27).
２０） “Report of the Special Mission on Yen Foreign Exchange Policy,” June 12,
























２１） “Yen-Dollar Exchange Rate Problem,” Young Yen Foreign Exchange Mission,





レートが好ましいと述べている (“Office Memorandum: Exchange Rate for
Japanese Yen,” From C. C. Hilliard to Saltsman, May 5, 1948 (NARA, RG59,
894-5151, Internal Affairs, Reel. 27))。
２３） “Telegram from MacArthur to Dept of Army EYES ONLY for Draper

























２４） 三和 [2002] p. 62。
２５） “Office Memorandum: Exchange Rate for Japanese Yen,” From C. C. Hilliard
to Saltsman, May 5, 1948 (NARA, RG59, 894-5151, Internal Affairs, Reel. 27).






















































































(“Conversation with Sherwood Fine,” Dec.10, 1948 (OASIA, Reel. 27))。
３０） セオドア・コーエン [1983], pp. 311-312.
３１） “Exchange Rate (Draft),” William F. Marquat, Chief ESS, Jan. 14, 1949（日本























３２） 総合研究開発機構 (NIRA) 戦後経済政策資料研究会 [1995] pp. 56-57．





修正が行なわれている（“Exchange Rate (Draft),” William F. Marquat, Chief















































































































［出所］ “Exchange Rate,” William F. Marquat, Chief, ESS, Jan. 11, 1949（日本銀










３５） “Application of Exchange Rate Proposals,” W. F. Marquat, Chief ESS, Feb. 19,
1949（大蔵省財政史室 [1982] pp. 617-621）. レートについて，SCAP 内で
意見が一致していたわけではなかった。ESS 外国貿易課のジェイノー (Sei-
mour J. Janow) は３３０円よりも円安のレートを主張していた (“Comments on
the Exchange Rate Paper of 11 January 1949”, Seimour J. Janow, Foreign Trade
and Commerce Division, ESS, Undated（日本銀行金融研究所 [1996] pp. 736-
742）。また，ESS 財政金融課のルカウントは３００円が好ましいという意見
を経済科学局長マーカットに具申した（“Recommendation in Connection with
Establishment of an Exchange Rate,” Walter K. LeCount, Feb. 4, 1949（日本













































































影響を与えない品目 ２７９．１ ４２７ ９２１ ４９３
［出所］ “Excahge Rate,” William F. Marquat, Chief. ESS, Jan. 11, 1949（日本銀行金融研究



























３６） “ESS Exchange Rate Proposal: Memorandum of Conversation (Theodore Co-






























３８） コーエン [1983], p. 316。





























４１） “Exchange Rate and Subsidy Program,” O. J. McDiarmid, Mar. 7, 1949（浅井

























［出所］ “Exchange Rate and Subsidy Program,” O. J. McDiarmid, Mar. 7, 1949




















































［出所］ “Exchange Rate and Subsidy Program,” O. J. McDiarmid, Mar. 7, 1949




























繊維６５億円，その他３億円であった（“Import Subsidy 1949-50 by Finance
GHQ”（旧大蔵省資料））。
４５）「昭和２４年度予算編成案要領（試案）」昭和２４年１月３０日，［大蔵省］主計











































































































４６） ドッジは，渋々，２，０００億円の補助金を認めた (“Excahge Rate for Japan,” Mar．





[1983-b] pp. 339-340）。渡辺武 [1999] p. 248 も参照。
４７） “Counterpart Fund reported pact (C68699),” SCAP personal from Dodge to




断に迷っていたものと思われる (“Supplementary Budget Policy Recommend-
ations (Revised Draft),” JMD, 22 Mar. 1949 (Dodge Papers, Japan 1949, Box
2))。この削除については，大蔵省財政史室 [1983-a] も指摘している (p. 934)。
４８） “Counterpart and Credit Policy,” Orville McDiarmid, Apr. 7, 1949（日本銀行
金融研究所 [1996] pp. 277-281）.
４９） “Dodge’s Statement on the Japanese Budget,” Joseph M.Dodge, Apr. 15, 1949




























(“Excahge Rate for Japan,” Mar. 25, 1949 (OASIA, Reel. 26))。
５１） “Japanese Exchange Rate,” Mar. 24, 1949 (OASIA, Reel. 24). “Proposed Single
Rate for Japanese Yen and Related Measures,” Mar. 25, 1949（大蔵省財政史










NAC スタッフ会議の模様は，陸軍省から SCAP に伝えられた。２９日
２２時（日本時間）から，SCAP と陸軍省との間で，電信会議が開かれた５２）。
この会議で，SCAP は３３０円レートを支持する理由を説明し，陸軍省が
NAC 本会議において SCAP の立場を擁護してくれることを期待した。
しかし，３月２９日の NAC 本会議は，スタッフ会議の提案をほぼその
まま認めて，以下の決定を行った５３）。
① SCAP 提案の３３０円レートを受け入れる用意があるが，NAC として
は，３６０円まで切り下げることを強く勧告する。







５２） “List of Conference at Telecon 29 March 1949,”（浅井 [1997] Vol. 7, pp. 117-
120）.
５３） 伊藤 [2009] は，３３０円レートが３６０円に変更された経緯は史料的に確定で
きないと述べている。３月２９日の NAC 本会議の議事録を参照すれば，経
緯は明らかになる。なお，大蔵省財政史室 [1982-c] には，３月２５日の Staff




























５５） “Reply to Radio W86348,” from CofS to Chief ESS, Mar. 30, 1949（浅井
[1997] Vol. 7, p. 108）。この文書には，CinC からの指示であると記載され
ているが，CinC とは Commander in Chief（司令官）の略であり，太平洋陸
軍司令官（すなわちマッカーサー）を意味する（竹前 [1983] p. 89）。CofS
は，Chief of Staff の略称。この文書のサイン E. M. A は，参謀長のエドワ





















５６） “Incoming Message from SAOAS (STATE AND ARMY DEPTS) to SCAP,”
Apr. 1, 1949（浅井 [1997] Vol. 2, p. 271）.
５７） “Radio W-846348, 30 March, subject: Foreign Exchange Rate,”Joseph M.






ストの表示が誤っていることにある。なお，この点は三和良一 [2004] p. 39
も指摘している。











③ NAC の３６０円の勧告は，SCAP の基本原則を受け入れた上でのもの
であり，何ら NAC と SCAP との対立を意味するものではない。
④ 円安レートへの変更によって生じる輸入補助金の増大は，他の補助金
の削減によって対応できる。
⑤ NAC の勧告を受け入れれば，アメリカ政府はこれまで以上に SCAP
の施策を支持する義務を負うことになる。それは経済改革という困難
な任務を遂行する SCAP にとって戦略的に重要である。







































dum,” Apr. 19, 1949（浅井 [1997] Vol. 7, p. 104）。
６１） IMF/EBM/426, Apr. 22, 1949 (IMF Archives).
６２）１９４９年のポンド切り下げの政策決定過程は，Cairncross and Eichengreen





























































































































































































































































































































































































６３） Eichengreen [2007] p. 77.
６４）『朝日新聞』１９４９年９月２０日。
６５） 大蔵省財政史室 [1983-b]，１９４９年９月１９日，p. 383。SCAP では，ファイ
ンが日本政府の申し出を積極的に支持した。
６６）『朝日新聞』１９４９年９月２１日。
６７） “Brief of Actions re Sterling Devalutation,” Memorandum from W. T. Ryder,
Lt. Colonel Executive Office, ESS, to Calvin Verity, Acting Chief, ESS, Sep.

























６８） “Devaluation of the Yen,” Sherwood M. Fine, Director, Economics and
Plannning, ESS, Sep. 24, 1949（日本銀行金融研究所 [1996] pp. 767-769）.
６９） 正確にはチェック・プライス。１９４８年９月に最低輸出価格（フロア・プラ
イス）が設けられた。４９年３月に，ダンピング輸出を防止する目的のチェ


























ていた (“Memorandum,” from Kenneth D. Morrow, Chief, Program and Statis-
tic Division, ESS to Calvin Verity, Acting Chief, ESS, Sep. 21, 1949（日本銀
行金融研究所 [1996] pp. 769-771）。
７１） “Devaluation of Yen,” memorandum from R. Feary, NA to Marchant, FE, Oct.
3, 1949 (NARA, RG59, 894.51, Internal Affairs, Reel. 26).
７２） “Devaluation of Yen,” outgoing message from Department of Army to SCAP,
Oct. 3, 1949 (NARA, RG59, 894.51, Internal Attairs, Reel. 26).
７３） “Devaluation of Yen (C52957),” from SCAP to DA, Oct. 10, 1949（浅井



























７４） “Outgoing message from SCAP to Department of Army (personal for Voor-
hees ),” Oct. 15, 1949（日本銀行金融研究所 [1996] p. 796）.
３６０円レートの謎
― ―３３





















７５） “Devaluation of the Yen,” Memorandum from Hemmendinger, NA to Allison,
NA, Oct. 14, 1949 (NARA, RG59, 894. 515, Internal Affairs, Reel. 27).
７６） “Proposed Cable to SCAP,” (Dodge papers, Japan 1949, Box 7).
７７） ドッジは財務省のディール (William W. Diehl) を通じて，様々な議論はあっ
てしかるべきだが，この問題は直接責任を負っている陸軍省と SCAP に委
ねるべきだと，国務省，財務省による過剰介入を戒めた (“Letter of Joseph
Dodge to William W.Diehl,” Oct. 20, 1949 (Dodge Papers, Japan 1949, Box7))。
７８） “Incoming Message from DA to SCAP (W95745),” Oct. 22, 1949（浅井 [1997]



























（“Incoming Message from DA to SCAP (W95745),” Oct. 22, 1949（浅井
[1997] Vol. 8, p. 824））。




























































８６） “Letter of Opinion,” from Hisato Ichimada, Governor, the Bank of Japan to
Major General, William F. Marquat, Chief, ESS, Oct. 8, 1949（日本銀行金融















































































































































































































合 計 ２５８，２７１ １００．０ ５０９，７００ １００．０ ８２０，１６５ １００．０
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(“Associated Press dispatch from Washington dated 30 December,” from
McArthur to Dept of Army, Undated（浅井 [1997] Vol. 8, pp. 92-95）。なお，
マッカーサーが共和党の大統領候補にノミネートされることに強い意欲を持



















































Cairncross,Alec and Barry Eichengreen [1983, 2007], Sterling in Decline, Basill
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sity Press
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Records of the Treasury Department in Foreign Affairs, Office of the Assistant
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（付記） 本稿は平成２１(2009) 年度成城大学特別研究助成による研究「第２次大
戦後の国際金融協調の枠組みに関する基礎的研究」の成果の一部である。
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